
　　【改善箇所説明図】

　　トランスミッション断面図（対策後）

は交換部品を示す

走行モータの油圧ポンプにおいて、ポンプ駆動軸の強度が不足しているため、駆動用歯車との
勘合部が摩耗する場合がある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、当該ポンプが
駆動できなくなり、最悪の場合、走行不能になるおそれがある。

改善処置の内容：全車両、当該駆動軸、及び歯車を対策品に交換する。　

識別方法：キャビン右側面の後方下隅にNo.2312のステッカーを貼付し識別する。
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